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看護師、医療系進学を 

目指す方のための通信 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

  

 

   

   

    

 

    

     

  

  

 

 

  

  

 

 

  

  

   

 

                        

   

〒１７４－８５０２   東京都板橋区小豆沢」１－６－８  小豆沢
あ ず さ わ

病院  ☎０３－３９６８－７９９３(直通) 

2016年９月号 

みなさんお元気ですか？夏休みの看護体験は１００名以上の高校生が参加しました！皆さんの感想から色々

な発見や気づきがあり良い体験ができたことがわかりました♪ 

  小豆沢病院 
オススメの 

看護学校です♪ 

東京民医連
とうきょうみんいれん

の東葛
とうかつ

看護専門学校 

９月２３日(金) 

午前の部  ９:００～１２:００ 学びの発表 

午後の部 １３:２０～１５:００ 講演会 大西 連さん 

     （自立生活サポ－トセンタ－・もやい理事長） 

テーマ：「すぐそばにある貧困～社会の実態から 

貧困問題を考える～」（仮） 

９月２４日(土) 

１０:００～１５:００ 模擬店 

食事処、子ども向け縁日、お化け屋敷、野田一民さん展示会、 

小林功さん写真展、リラクゼーション、フリーマーケット、 

平和ゼミナール、レモンカンパニー 

アクセス 

■武蔵野線・つくばEX：南流山 

 東武バス：南流山駅発流山おおたかの森駅西口行

き、三輪野山下車徒歩５分 

■つくばEX・東武野田線：流山おおたかの森 

 東武バス：駅流山おおたかの森駅西口発南流山行

き、三輪野山下車徒歩５分 

 

 

学校見学会も同時開催☆ 
９月２４日(土) ①１０時半～②１３時～ 
参加希望の方は入試係まで事前電話連絡ください。０４-７１５８-９９５５ 

場所：東葛看護専門学校 

   千葉県流山市下花輪４０９番地 

今年もたくさんの高校生が看護体験に参加しました。看護師になりたい、

興味がある、自分に向いているか確かめたいなどいろいろな目的を持って

来てくれています。外来、病棟、診療所、訪問看護、老人保健施設で体験

を行っています。感想とともに写真も少し紹介します♪ 

訪問看護の体験をしました。家族やヘルパー 

さんと協力して食事や入浴などたくさんの仕事

がありました。病気でも家で暮らしたいという

意思をたくさんの人が支えていてすごいと思い

ました。今回の看護体験で心に残った事は、全

身の筋肉が衰えて自身で呼吸がうまくできない

寝たきりの患者さんに「がんばってね」と言っ

てもらえたことです。初めての参加で不安でし

たが声をかけてもらいすごく嬉しかったです。 

老人保健施設での看護体験を行いました。

何もわからなかった私に職員の方が丁寧

に色々教えてくれました。また利用者さん

がみんな優しく声をかけてくれたことが

嬉しかったです。 

患者さんの血圧を測ったり、お風呂のお手

伝い、お食事のお手伝いを体験しました。

実際に体験してみると看護師という仕事

がどれほど大事なのかよくわかりました。

食事の手伝いをした時に今まで全部食べ

きることができなかった患者さんが全部

食べてくれました。そして「ありがとう」

と言ってくれました。とても嬉しい気持ち

になりました。 

看護師さんは会話のできない患者さん 

に対し患者さんが何を言いたいのかを 

くみ取ろうとしていてすごいと思いまし

た。同時にその姿勢に感銘を受けました。 

 

９月２３日(金)・９月２４日(土) 



  

 

 

 

 

  

   

 

   

 

 

  

 

 

  

 

 

   

 

 

   

  

 

 

 

 

 

  

    

 

 

 

  

  

  

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

   

奨学金説明会お申し込み・お問合わせは  小豆沢病院看護学生室 

電話番号：０３-３９６８-７９９３  メール：kangakusei@kenbun.or.jp 

看護のお申込、お問合せは小豆沢病院学生室（村上・峠）まで 

直通TEL：03-3968-7993  E-mail：kangakusei@kenbun.or.jp 

携帯TEL：080-1236-0698 

小豆沢病院学生室は看護に興味をもたれた方々のお手伝いをする事で、将来一人でも多くの

看護師が誕生する事を願っています。また、その援助を主な仕事としています。 

皆さんの個人情報は 

①企画を円滑に行なうための事前確認 

②看護学校情報や小豆沢病院における企画紹介を掲載した高校生通信の発送 

③通信作成にあたり看護学校進学確認をお聞かせ願う、この３点を目的に活用しています。 

お申し出があった時には直ちに、名簿からの削除を行ないます。 

電話：０３－３９６８－７９９３ 
メール：kangakusei@kenbun.or.jp 

小豆沢病院の奨学生制度はお金だけの関係ではなく、 

毎月奨学金を受けている学生が同じ日に集まり学校で

の悩みや今やっていることなどを報告したり、医療の情

勢を学んだりしています。奨学生になる時期や学校はバ

ラバラですが将来同じ病院で働く仲間として学生時代

からの関わりを大切にしています。 

 

奨学金説明会  

９/10(土)１０時 
事前にお問い合わせください 

小豆沢病院と同じ法人「志村さつき苑」で行われるお祭りが 

９/１８(日)開催されます。利用者さまのお話相手、移動のお手伝い、

付き添い等のボランティアを募集しています！ 
 

 ９/１８(日) 9時～15時 

要申込み(9/11までに連絡をお願いします) 

小豆沢病院では、透析治療を始めてから 30 年以

上経過しています。当院透析室のベッドは 25 床あ

り、月曜から土曜まで、午前・午後の透析を行い、お

正月・お盆・台風関係なく週 3回 3～5時間の治療が

必要な患者さんの対応をしています。 

高齢での透析導入が進む中で患者さん・ご家族・

生活の中で関わる人たちと “今、何が心配なのか”  

“からだの状況はどうなのか” “透析とはどんなことなのか”など情報を共有していきたいと考え

ています。患者さんとご家族の不安や疑問を解消するために、看護師スタッフは患者さんご家族と

の連絡ノートを活用しています。また、介護保険サービス担当者会議にも参加しています。 

脳血管障害、骨折、心疾患などで「専門治療は終了したが、足腰が弱ってすぐに自宅へ帰るのは不

安がある」という患者さんは、当院の地域包括ケア病棟や回復期リハビリテーション病棟に入院して

リハビリを行います。 

透析を行いながらリハビリを受けられる患者さんもいらっしゃいますが、その患者さんたちが元気に

自宅へ帰れるよう病棟スタッフなどと連携をとり、安心して透析が受けられるよう努力しています。 

住み慣れた地域で、元気で暮らせるように皆さんのお手伝いをします。 

 

この時間帯の中で
参加可能な時間で
ＯＫです 

 

～２０１６年６月３日小豆沢病院ブログより～ 

 


